
iPhone X スクリーンの交換スクリーンの交換

スクリーンがひび割れてしまいましたか？タッチスクリーンが反応しませんか？...

作成者: Jeff Suovanen
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はじめにはじめに

スクリーンがひび割れてしまいましたか？タッチスクリーンが反応しませんか？ OLEDディスプレ
イが故障しましたか？このガイドを使って新しいOLEDスクリーンとデジタイザを交換してiPhone
Xの機能を回復させましょう。新しいスクリーンに交換すると、[[iPhone X Won't Turn
On#Section_Cause_6_Bad_display|電源が入らない]ように見える場合でも、改善が見られます。

ご注意ご注意ディスプレイ裏側に搭載されたイヤホンスピーカーとセンサーアセンブリは工場出荷時の

iPhoneでペア製造されています。そのため、古いディスプレイから新しいディスプレイに移植しな
ければなりません。生体識別機能の一つであるFace ID のセキュリティ用フロッドイルミネーター
も含まれます。もしこのパーツにダメージが入ったり、別のものに交換すると、Face ID機能を
失ってしまいます。作業中、このコンポーネントにダメージを与えないよう特別に注意を払ってく

ださい。ダメージが入ってしまうと、AppleでしかFace ID機能を回復できません。

ご注意ご注意: スクリーンの交換後、iPhoneの明るさ自動調節機能が反応しない場合は、お持ちのiPhone
がiOS 12にアップデートされているか確認してください。スクリーンを交換した後はTrue Toneは
機能しません。オリジナルのAppleスクリーンを再装着した後も同様です。

ツールツール:

P2 Pentalobe Screwdriver iPhone (1)
iOpener (1)
iFixit Opening Picks (Set of 6) (1)
Suction Handle (1)
Anti-Clamp (1)
Spudger (1)
Tweezers (1)
Tri-point Y000 Screwdriver (1)

部品部品:

iPhone X Screen (1)
iPhone X Display Assembly Adhesive  (1)
iPhone X Digitizer Cable Connector Foam
Pads (1)
NuGlas Tempered Glass Screen Protector
for iPhone X/XS/11 Pro (1)
iPhone X Used Screen (1)
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https://www.ifixit.com/products/iphone-x-screen
https://support.apple.com/en-us/HT208108
https://support.apple.com/ios/update
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/ifixit-opening-picks-set-of-6
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/tri-point-y000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/iphone-x-screen
https://www.ifixit.com/products/iphone-x-display-assembly-adhesive
https://www.ifixit.com/products/iphone-x-digitizer-cable-connector-foam-pads
https://www.ifixit.com/products/nuglas-tempered-glass-screen-protector-for-iphone-x-xs-11-pro
https://www.ifixit.com/products/iphone-x-used-screen


手順手順 1 — ペンタローブネジペンタローブネジ

作業開始前にiPhoneのバッテリーを
25％以下まで放電してください。充
電されたリチウムイオンバッテリー

は、穴が空いた場合、引火や爆発の

恐れがあります。



分解を始める前に、iPhoneの電源を
切ってください。



iPhone下部底面に留められた２本の
6.9㎜ロングタイプのペンタローブ
ネジを取り外します。



ネジが潰れたり、ダメージが入っ

た場合は、交換してください。



iPhoneのディスプレイを開口するこ
とにより、ディスプレイの耐水シー

ルが破損します。このステップを進

める前に交換用のシールを用意して

おくか、耐水シールの交換をしない

で再組み立てする場合は液体の浸水

に注意してください。
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https://www.ifixit.com/products/iphone-x-bottom-screws
https://www.ifixit.com/products/iphone-x-display-assembly-adhesive


手順手順 2 — ひび割れた箇所にテープを貼りますひび割れた箇所にテープを貼ります

  

iPhoneのスクリーンにひび割れが入っている場合は状態が広がらないよう、また修理作業中
怪我をしないようにガラス表面にテープを貼ります。



iPhoneディスプレイ上に透明の梱包用テープを貼り付けます。ディスプレイ表面全体を覆う
ようにしてください。



ガラスの破片を覆い、ディスプレイを持ち上げた際に構造を保つことができます。

修理作業中は、ガラスの破片から目を保護するため保護メガネを装着してください。

ひび割れの程度がひどく、次の手順で使用する吸盤カップがうまく装着できない場合は、3番
目の画像のように強力なガムテープを真ん中で折り曲げて、ハンドル代わりに利用します。

これで吸盤カップと同じようにディスプレイを持ち上げます。
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手順手順 3 — ひび割れた画面の上にテープを貼るひび割れた画面の上にテープを貼る

  

iPhoneの画面が割れてしまった場合、ガラスをテーピングで覆えば、さらなる破損の広がり
を抑えることができます。また修理中に発生するアクシデントを防ぐことができます。



iPhoneの画面全体に、透明な梱包用テープを重ね合わせます。

作業中、飛散する可能性のあるガラスから目を保護するため、安全眼鏡を着用してくださ

い。



次の手順でうまく吸盤が装着しない場合は、強力なテープ（ガムテープなど）を持ち手に
折って、代わりにスクリーンを持ち上げてみてください。



それでもうまくいかない場合は、吸盤カップに瞬間接着剤をつけて、スクリーン上に貼り

付けてください。
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手順手順 4 — リバースクランプの使用方法リバースクランプの使用方法

  

次の3つの手順では、デバイスの開講作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、このリバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をスつの手順をス

キップして別の方法をご覧ください。キップして別の方法をご覧ください。



リバースクランプの詳細な使用方法については、 こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

吸盤は、スクリーンのホームボタンのすぐ上に、前面と背面側に1つずつ装着します。

吸盤カップ両側をしっかりと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることがで

きます。



デバイスの表面が滑りやすく、リバースクランプがしっかりと装着できない場合は、 梱包用
テープで表面を覆ってから、強いグリップを作ることができます。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%25AA%25E3%2583%2590%25E3%2583%25BC%25E3%2582%25B9%25E3%2582%25AF%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25B3%25E3%2583%2597%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E3%2581%2584%25E6%2596%25B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/How+to+Use+Suction+Tape/159595


手順手順 5

  

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランのアームを解除します。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤の位置が合っていることを確認してください。位置がずれてきた場合は、吸盤を少し緩

めてアームの位置を合わせてください。
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手順手順 6

  

iOpenerを温めて、Anti-Clampのアームに通します。

ドライヤーやヒートガン、ホットプレートなどを使うこともできますが、極端に熱くすると

ディスプレイや内蔵バッテリーにダメージを与えることがありますので、注意してくださ

い。



iOpenerを半分に折って、iPhoneの下端に重ねます。

1分ほど待つと接着剤が剥がれ、隙間ができます。

スクリーンそのものではなくスクリーンそのものではなく、スクリーンとプラスチックベゼルの下にオープニングピック

を挿入します。



リバースクランプで十分な隙間ができない場合は、その部分にさらに熱を加えて、ハンドル

を時計回りに半回転させてください。



一度に半回転以上回さず、1分ほど待ってからさらに半回転、回します。時間をかけてリバー
スクランプを回していきます。



次の次の3つの手順をスキップしてください。つの手順をスキップしてください。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/25705
https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2598%25E3%2582%25A2%25E3%2583%2589%25E3%2583%25A9%25E3%2582%25A4%25E3%2583%25A4%25E3%2583%25BC%25E3%2581%25A7%25E6%258E%25A5%25E7%259D%2580%25E5%2589%25A4%25E3%2582%2592%25E6%259F%2594%25E3%2582%2589%25E3%2581%258B%25E3%2581%258F%25E3%2581%2599%25E3%2582%258B%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/157348
https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2583%2592%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2588%25E3%2582%25AC%25E3%2583%25B3%25E3%2581%25A7%25E6%258E%25A5%25E7%259D%2580%25E5%2589%25A4%25E3%2582%2592%25E6%259F%2594%25E3%2582%2589%25E3%2581%258B%25E3%2581%258F%25E3%2581%2599%25E3%2582%258B%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/151116


手順手順 7

iPhoneの下側端を温めるとディスプ
レイに留められた圧着材を柔らかく

でき、開口作業がスムーズになりま

す。



ヘアドライヤー、ヒートガンまた

はiOpener を準備してiPhoneの下側
端に約1分間あてます。するとディ
スプレイ下の圧着材が柔らかくなり

ます。



手順手順 8

 

シングルタイプの吸盤カップを使用している場合は、デバイスの下側端に吸盤を取り付けま

す。カーブしているガラス部分の上は避けてください。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%25E3%2581%25AE%25E4%25BD%25BF%25E7%2594%25A8%25E6%2596%25B9%25E6%25B3%2595/25705


手順手順 9

  

吸盤カップを同じ強さでしっかりと引き上げます。スクリーンとフレームの間にわずかな隙

間を作るための圧力で引いてください。



スクリーンのプラスチックベゼルの下の隙間にオープニングピックを挿入します。スクリースクリー

ン自体には挿入しないでくださいン自体には挿入しないでください。



ディスプレイに固定された防水用圧着材は大変強度があります。まずこの一番最初に隙間を

作る作業でかなりの力を要します。隙間が作れない場合は、さらに熱を当ててスクリーンを

上下に揺さぶることで圧着材を緩めてください。



手順手順 10

  

開口ピックを下側左コーナー周辺までスライドしてからiPhoneの左側上部に向けて移動しま
す。ディスプレイに固定された圧着材を切り込みながら進んでください。



ピックを3mm以上差し込むと、内部部品が破損する恐れがありますので、ご注意くださ
い。
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手順手順 11 — スクリーンの情報スクリーンの情報

iPhoneの右端には、デリケートな
ケーブルがあります。ここにピックここにピック

を差し込まないでください。を差し込まないでください。ケーブ

ルが破損することがあります。



手順手順 12

  

iPhoneの下側端に開口ピックを再挿入してください。今度は右側に向けてスライドして圧着
材を切り込みます。



オープニングピックを3mm以上差し込まないでください。ディスプレイケーブルを破損す
ることがあります。
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手順手順 13

  

ディスプレイ上部端はクリップと接着剤で固定されています。

ディスプレイをLighting ポートの方向に揺らしながら引っ張り、ディスプレイ上部のコーナー
周辺に開口ピックを差し込んでスライドします。



作業に力を入れると、クリップが壊れてしまうことがあります。慎重に作業を進めてくだ

さい。



3mm以上オープニングピックを差し込まないでください。フロントパネルのセンサーアレ
イが破損することがあります。



反対側のコーナーにも開口ピックをスライドして、ディスプレイを固定している残りの接着

剤を全て切開します。



Page 12 of 28



手順手順 14

吸盤カップ上の小さな持ち手(ノブ)
を引いて、フロントパネルから外し

ます。
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手順手順 15

  

iPhoneの左側からディスプレイを持ち上げて開口します。（本のページをめくるように）

まだディスプレイを完全に外さないでください。幾つかの壊れやすいリボンケーブルが基板

と繋がったままです。



画像のように、フレームからディスプレイが外れて、デバイスに引っかかっていないか確認

してください。



ディスプレイを衝立のようなものに立て掛けて固定してください。

再組み立ての際は、ディスプレイを元の位置にもどします。上部端に沿って付けられたク

リップを揃えて、上部からはめていきます。簡単に元の位置に入らない場合は、ディスプレ

イ周辺に付けられたクリップの状態が曲がっていないか確認してください
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手順手順 16 — ディスプレイアセンブリディスプレイアセンブリ

基板のコネクター用ブラケットを固

定している次の長さのY000ネジを5
本外します。



1.1 mm ネジー3本

3.1 mmネジー1本

3.7 mmネジー1本

この作業中、各ネジの詳細と管理を

徹底してください。再組み立てする

際に、正しい位置に各ネジを装着し

なければiPhoneにダメージを与えて
しまいます。



手順手順 17

ブラケットを外します。

ブラケットは軽く接着剤で固定さ

れています。丁寧にかつ、しっか

りと持ち上げて外してください。



再組み立ての際には、この作業中

iPhoneの電源を入れて全ての機能の
点検ができます。点検が終わった

ら、ディスプレイを接着剤で固定し

てください。次の組み立て作業に進

む前に、iPhoneの電源をかならず
切ってください。
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https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


手順手順 18

 

スパッジャーの先端や汚れのない指の先を使って、バッテリーコネクターを基板上のソケッ

トから持ち上げて外します。



このソケット周辺にあるブラックのシリコン製シールと他の基板コネクターにダメージを

与えないようにご注意ください。これらのシールには特別な防水防塵機能が加えられてい

るためです。



作業中、アクシデントでソケットと接触してしまい電源が誤って入らないように、コネク

ターを基板から少し曲げ、接触しない位置に固定します。
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手順手順 19

 

スパッジャーの先端や爪の先を使って、フロントパネルセンサーアセンブリのコネクターの

接続を外します。
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手順手順 20

 

スパッジャーの先端や爪の先を使って、OLEDパネル用ケーブルコネクターの接続を外しま
す。



このようなプレスコネクターを再装着するには、丁寧にコネクターの片側を揃えて押し込

み固定してから、反対側のコネクターも同様に押し込みます。コネクターの中央を押さえ

ないでください。コネクターを誤った位置に装着してしまうとピンが曲がってしまい、永

続的なダメージに繋がります。
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https://jp.ifixit.com/Guide/%25E3%2582%25B1%25E3%2583%25BC%25E3%2583%2596%25E3%2583%25AB%25E3%2582%25B3%25E3%2583%258D%25E3%2582%25AF%25E3%2582%25BF%25E3%2581%25AE%25E8%25AD%2598%25E5%2588%25A5%25E3%2581%25A8%25E6%258E%25A5%25E7%25B6%259A%25E3%2581%25AE%25E5%25A4%2596%25E3%2581%2597%25E6%2596%25B9/25629#s70308


手順手順 21

 

スパッジャーの先端を使って、デジタイザのケーブルコネクターをソケットから引き上げて

外します。



このコネクターは奥に取り付けられているため、再装着の作業が少し困難です。時間をか

けてゆっくりと、装着する位置を揃えながら指で優しく押し込んでください。まず最初に

片側から、そして反対側のコネクターを装着します。きちんと装着されたか指に伝わるク

リック感でわかるはずです。



修理後、タッチスクリーンに支障がある場合はバッテリーの接続を外してこのデジタイザ

のケーブルコネクターを一度外して再点検してください。きちんと装着されているか、ソ

ケット部分に埃や汚れがないか確認してください。
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手順手順 22

  

フロントパネルのセンサーアセンブリのフレックスケーブルは軽く接着剤で留められていま

す。



接着剤が外れるまでゆっくりとケーブルを持ち上げます。

手順手順 23

ディスプレイアセンブリを取り外し

ます。



再組み立ての際、交換用の防水用圧

着剤をディスプレイ周辺端に装着す

る場合はここで作業を一旦中止して

ください。
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https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%25E3%2583%2587%25E3%2582%25A3%25E3%2582%25B9%25E3%2583%2597%25E3%2583%25AC%25E3%2582%25A4%25E7%2594%25A8%25E6%258E%25A5%25E7%259D%2580%25E5%2589%25A4%25E3%2581%25AE%25E4%25BA%25A4%25E6%258F%259B/93983


手順手順 24 — イヤピーススピーカーとフロントセンサーアセンブリイヤピーススピーカーとフロントセンサーアセンブリ

1.2 mm Y000ネジを赤外線カメラ
ポート付近にあるディスプレイアセ

ンブリの裏側から取り出します。



手順手順 25

  

取り出したネジの下に小さなメタルの接地クリップがついています。もしネジを外した時に

一緒に取り出せなかった場合は、ここで外してください。



再組み立ての際、このクリップを画像のような位置で取り付けます。ネジを留める間、ク

リップは正しい位置に装着してください。
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手順手順 26

スピーカー/センサーアセンブリを
固定しているY000 ネジを2本外しま
す。



1.6 mmネジー1本

1.3 mmネジー1本
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手順手順 27

 

イヤピーススピーカーは軽く接着剤で固定されています。

スパッジャーを使って、スピーカーアセンブリ上部端の下から差し込み、ゆっくりと持ち上

げて裏返します。それからディスプレイ上部端から離します。



スピーカーはとても薄いフレックスケーブルで接続された状態です。ケーブルを切断したり

引っ張らないようにご注意ください。
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手順手順 28

ヘアドライヤーやヒートガン、もし

くはiOpener を使って、ディスプレ
イフロント側の上部に約1分間熱を
あてます。センサーを固定するため

の接着剤を柔らかくします。



手順手順 29

  

スパッジャーの平面側先端をマイクのすぐ下にあるフレックスケーブルの底に丁寧に差し込

みます。それからスライドします。



マイクを外すため、スパッジャーをひねりながら丁寧にスライドさせて下さい。フレックス

ケーブルを引っ張ったり、ダメージを与えないように注意してください。



必要に応じてフロントパネルの切り込みからマイクを外すため、スパッジャーの先端を使用

してください。
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手順手順 30

  

左側から右側へ作業を移します。フレックスケーブル下に差し込んだ開口ピックを近接セン

サーと投光イルミネーター(フラッドライト)モジュールの下までスライドします。


モジュールを外すため、丁寧に揺らしながら持ち上げて、フロントパネルのくぼみから取り

出します。



モジュールにアクセスしやすいように、スピーカーを持ち上げて邪魔にならない位置で固定

すると便利です。作業中、薄いフレックスケーブルを引っ張らないようご注意ください。



Page 25 of 28



手順手順 31

 

ピンセットを使って環境光センサーを掴み、ディスプレイのくぼみから持ち上げてくださ

い。



とても薄いフレックスケーブルによってセンサーアセンブリの残りの部分とセンサーが繋

がっています。ケーブルを引っ張ったり、ダメージを与えないようご注意ください。
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手順手順 32

  

1番目の画像のように、環境光センサー全体を問題なく外せたら次の手順に進んでください。

2番目の画像のように、白い拡散ストリップが装着されていたりディスプレイの中に埋め込ま
れている場合、薄いカッターやこじ開けツールを使って上部先端に沿ってこのストリップを

丁寧に取り出します。作業前に熱をあてて温めておくと作業がしやすくなります。



再組み立ての際は、まず拡散ストリップをディスプレイに再装着します。正しい方向、位

置に装着されているか確認してください。1番目の画像がストリップの正面側、3番目の画
像が裏側のものです。



拡散ストリップ上部に環境光センサーを取り付けます。イヤピース/センサーアセンブリ用
のネジを装着する間、センサーを装着する位置で固定します。ネジが締まったらセンサー

も固定されて通常通り稼働します。
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オリジナルのパーツと交換用パーツをよく見比べてください。交換用パーツに付いていない残りの

コンポーネントや接着シールなどは、インストールする前に新パーツに移植する必要があります。

デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてくデバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めてく

ださい。ださい。

e-wasteを処理する場合は、認可済みリサイクルセンターR2を通じて廃棄してください。

修理が上手くいきませんか？私たちのアンサーコミュニティをチェックしてトラブルシュートの参
照にしてください。

もしあなたが修理のトラブルを抱えていて、デバイスの買い替えを考えているなら、iPhone Xの
バックマーケット(整備済み製品)もチェックしてみてください。彼らは安心の保証付きの中古・整
備済デバイスを提供しています。

手順手順 33

  

イヤピーススピーカーとフロントセンサーアセンブリを取り出します。

再組み立ての際は、これらのコンポーネントを含む黒色のプラスチック製モジュールの装着

位置を確認してください。



近接センサー

投光イルミネーター

これらのコンポーネントは接着剤によって固定されていないため、モジュールはきちんと装

着してください。



Page 28 of 28

file:///Wiki/E-Waste
https://www.ifixit.com/Answers/Device/iPhone%20X
https://www.backmarket.com/refurbished-iphone-x.html

	iPhone X スクリーンの交換
	作成者: Jeff Suovanen
	はじめに

	ツール:
	部品:
	手順 1 — ペンタローブネジ
	手順 2 — ひび割れた箇所にテープを貼ります
	手順 3 — ひび割れた画面の上にテープを貼る
	手順 4 — リバースクランプの使用方法
	手順 5
	手順 6
	手順 7
	手順 8
	手順 9
	手順 10
	手順 11 — スクリーンの情報
	手順 12
	手順 13
	手順 14
	手順 15
	手順 16 — ディスプレイアセンブリ
	手順 17
	手順 18
	手順 19
	手順 20
	手順 21
	手順 22
	手順 23
	手順 24 — イヤピーススピーカーとフロントセンサーアセンブリ
	手順 25
	手順 26
	手順 27
	手順 28
	手順 29
	手順 30
	手順 31
	手順 32
	手順 33


